
 

 

令和７年度 事業計画書 

１．基本方針 

当センター事業は、コロナ禍後も、センターの会員数は横ばいからやや減少傾向

となっており、契約金額においても横ばい状態であり、依然として厳しい状況が続

いています。 

全国的に会員の減少傾向は続いており、コロナ禍前（令和元年）の会員数に戻す

のは厳しい状況にあると認識しています。 

当センターにおいては、入会促進を図るため会員募集のチラシや年賀状を配布し

ています。また、県連合会においても「入ってワクワク知るシルバー」のテレビＣ

Ｍを放映や愛媛新聞シリーズ記事を掲載するなどして会員拡大に努めています。 

超少子高齢化と人口減少が進展している現在、人手不足と定年延長により企業に

雇用される高齢者数は増加していると推測され、当センターへの入会時年齢も上昇

傾向で推移しており、会員の平均年齢も高齢化の一途をたどっています。 

組織の安定運営のためには、会員拡大への取り組みが重要であり、今後も継続的

に広報宣伝に努めるとともに、口コミや会員による勧誘等を続けていく必要があり

ます。 

既に導入されているインボイス制度に加え、令和６年１１月からのフリーランス

新法施行に対し適切に対応していく必要があります。また、新たな契約方法への対

応など、新しい制度へ柔軟に対応していくことが重要となってきています。 

今後とも「自主・自立、共働・共助」の理念のもと、高齢者の安全就業を確保し、

国が定めた適正就業ガイドラインを遵守しつつ、地域社会の発展と就業意欲のある

高齢者の受け皿としての役割を果たしてまいります。 

 

 

２. 主要施策の実施計画 

 

１ 高齢者に対する雇用によらない就業の機会の確保・提供事業 

社会参加の意欲のある高齢者のために地域に密着しながら、それぞれの知

識・経験に応じた就業等の活動の機会を家庭、企業、地方公共団体から確保し

提供します。 



 

 

２ 雇用による就業を希望する高齢者に対する職業紹介事業 

(1) 職業紹介事業 

臨時的かつ短期的な仕事又はその他の軽易な業務に係る求人を受付け、当

該業務への従事を希望する一般高齢者や会員に職業を紹介します。 

(2) 労働者派遣事業 

臨時的かつ短期的な仕事又はその他の軽易な業務に係る就業の範囲内で、

あらかじめ登録した会員のうち、派遣労働を希望する会員を対象に「労働者

派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律」に基づ

き就業を提供します。 

 

３ 高齢者に対し、就業に必要な知識及び技能を付与する講習事業 

地域の高齢者にふさわしい仕事(臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務)の

機会が存在しても、それを行うために必要な経験や能力が不足している場合には、

実際の就業には結びつきません。このため、就業意欲のある高齢者を対象とした

講習会を開催し、就業に必要な技能や知識を付与することにより、広い分野での

就業の機会の確保・提供に結び付け高齢者の生きがいの充実と福祉の向上ひいて

は、活力のある地域社会づくりを目指します。 

・剪定講習会・ガーデニング講習会の実施。 

 

４ 就業を通じて高齢者の生きがいの充実及び社会参加の推進を図る事業 

(1) 社会参加活動事業 

ボランティアを希望する高齢者を対象に、社会参加活動の一環として、10

月の普及啓発促進月間に公共施設の清掃、除草、剪定作業を実施します。 

(2) 相談・情報提供事業 

地域における働く意欲のある高齢者のために就業、職業能力開発、ボラン

ティア活動に係る相談、情報提供に努めます。 

 

５ 高齢者の多様な就業機会の確保及び地域社会、企業等における高齢者の

能力の活用を図るための事業 

(1) 就業開拓等事業 

地域の家庭、事業所及び地方公共団体等を訪問し、高齢者にふさわしい仕

事を積極的に開拓するとともに、高齢者の職業能力や経験を生かせる就業の

開拓を行います。 

(2) 調査研究事業 

シルバー人材センターの活動実績を集計、分析し就業機会の拡充等に関す



 

る課題の抽出や対応策の検討を行い、地域社会のニーズにマッチした事業展

開を図るために、発注者満足度調査、高齢者の就業に対する意識変化や就業

の実態に関する調査や会員の健康づくりの推進に関する調査を行います。 

(3) 安全適正就業推進事業 

高齢者が自らの安全の確保と健康の維持を図りながら、センターから提供

された仕事を安全かつ適正に遂行できるよう、次により安全意識の徹底と健

康管理の啓発活動を行います。 

   ① 安全適正就業委員会を定期的に開催し、安全意識の高揚を図り、就業中の

事故を未然に防止します。 

   ② 事業所と連携し、就業の適正化に努めます。 

   ③ ７月の安全・適正強化月間をはじめ、安全就業パトロールを定期的に実施

し、会員の安全に関する意識の高揚を図ります。 

   ④ 安全講習会を開催し、自己管理を徹底して、事故防止に努めるよう指導し

ます。 

(4) 普及啓発事業 

シルバー人材センター事業への信頼と理解が得られるよう、発注者、一般 

市民及び事業所等更には、会員となりうる高齢者に対し基本理念や事業の仕

組を次により周知します 

   ① センターの理念が地域社会に正しく理解され、協力が得られるようホーム

ページや市の広報紙等で事業内容をＰＲします。 

   ② センター機関紙（シルバーごしき）やパンフレットを、市内の企業及び各

家庭に配布し、会員の募集・事業への理解を求めて行きます。 

(5) 高齢者活用・現役世代雇用サポート事業、 

シルバー人材センターがサービス業等の人手不足や介護、育児等の現役世

代を支える分野で高齢者に就業の機会を提供する事業の実施を目指します。 

(6） 介護予防・日常生活支援総合事業 

伊予市が主体となって、地域支援事業として介護予防、日常生活支援等を

行なう事業であり今後、市と連携を図り事業の実施を目指します。 

 


